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安里川の起点
南風原町新川にある安里川起点の標識。住宅
街にひっそりと立っている。　　

ヒジ川橋（県指定有形文化財）
金城ダム上池にある「ヒジガー川橋及び取付道路」。
首里崎山御殿から識名園にいたる途中の安里川上流
に架けられた橋。琉球石灰岩を用いた単拱橋（アー
チが 1 つの橋）。17 世紀半ばまでには作られたと考
えられている。欄干は、切石を利用した質素なつく
りだが、見えない部分にほぞを作って巧みに組み合
わせている。

泊港（河口）泊港（河口）
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宝口樋川（市指定文化財）
首里儀保村にある共同井戸で、どんな干ばつで
も涸れない樋川といわれた。急な崖の下にある
ため、沖縄独特の「あいかた積み」とよばれる
石積みで頑丈につくられている。近年は開発が
進み一時期よりも水量が落ちたと言われている
が、それでも天気に左右されることなく湧き水
がコンコンと流れ続けている。
■「首里あるき」より引用

指帰橋（さしかえしはし）
松川にある、真嘉比川との合流地点。琉球王
国時代、安里川に架けられた「指帰橋（サシ
ケーシバシ）」の名称を受け継いだ橋。かつて、
この辺りまで小舟が行き来していたといわれ
ている。

松川にある、真嘉比川との合流地点。琉球王
国時代、安里川に架けられた「指帰橋（サシ
ケーシバシ）」の名称を受け継いだ橋。かつて、
この辺りまで小舟が行き来していたといわれ
ている。

新井戸（ミーガー）
汀志良次村（現・首里汀良町）の村ガー（共同
井戸）。言い伝えによると、防火用水を得るため
に王府の費用で掘られたもので、10 人でも一度
に水を汲みだせるよう、大きくつくられたとい
われる。見事な石積みや「新」とつくことから、
比較的新しい井戸だと考えられる。
■NPO法人首里まちづくり研究会遊覧説明板より引用

下之橋（しむぬはし）
首里当蔵町にある昔ながらの面影
を残す橋。
琉球王国時代、士族や役人たちが
住む赤平町や儀保町と、首里城を
結んだ。

久茂地川と安里川の分岐点
崇元寺橋付近で、安里川は右側へ、久茂地川
は左側へ流れる。久茂地川はその後、十貫瀬
橋付近でガーブ川と合流し、明治橋付近で国
場川に合流する。

さいおんスクエア（安里川親水公園）
平成23年オープン。地区内を大きく蛇行して
流下していた安里川の流れを緩やかにし、断面
積を広げた。水辺に近づくと、ウナギ、カニ類、
ミナミトビハゼ等の豊かな生態系が観察でき
る。琉球王国時代の政治家・土木技術者であ
る蔡温の名を冠した蔡温橋のたもとにある。

真嘉比遊水地
安里川下流域でたびたび発生していた浸水被
害の軽減のため建設され、平成 13 年度に完
成。かつては「マカンジャーラ」と呼ばれる
河原で、田芋が生産されていた。

安里川下流域でたびたび発生していた浸水被
害の軽減のため建設され、平成 13 年度に完
成。かつては「マカンジャーラ」と呼ばれる
河原で、田芋が生産されていた。

利便性の良さから、13～14世紀に
多くの船が出入りし、にぎわいを
見せた。19世紀以降、イギリス・フ
ランス・アメリカ・ロシアなどの欧
米諸国の艦船が来船するようにな
ると、薩摩藩の在番奉行所など主
要施設が集中する那覇へは入港さ
せず泊港を使用したため、泊港は
外国人の上陸地となった。
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ランス・アメリカ・ロシアなどの欧
米諸国の艦船が来船するようにな
ると、薩摩藩の在番奉行所など主
要施設が集中する那覇へは入港さ
せず泊港を使用したため、泊港は
外国人の上陸地となった。

  

琉
球
王
国
時
代
に
お
け
る
安
里
川

　那
覇
は
か
つ
て
「
浮
島
」
と
呼
ば
れ
る
離
れ
島

で
、
海
に
い
く
つ
か
の
小
島
が
点
在
す
る
地
域
で

し
た
。
当
時
の
安
里
一
帯
は
ほ
ぼ
安
里
川
の
河
口

域
で
、
現
在
の
ゆ
い
レ
ー
ル
牧
志
駅
近
く
ま
で
内

海
で
し
た
（
図
「
１
７
０
０
年
頃
の
那
覇
」
参

照
）
。

　安
里
川
の
河
口
だ
っ
た
泊
港
は
、
陸
路
・
水
路

と
も
に
交
通
の
便
が
良
か
っ
た
た
め
、
13
〜
14
世

紀
に
か
け
て
宮
古
・
八
重
山
・
奄
美
大
島
な
ど
の

船
が
出
入
り
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

泊
港
か
ら
入
港
し
た
小
舟
は
、
松
川
の
茶
湯
崎

（
ち
ゃ
な
ざ
ち
）
橋
ま
で
遡
っ
て
き
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

趣
味
の
釣
り
が
き
っ
か
け
で
立
ち
上
げ
　
　

　私
は
釣
り
が
好
き
で
、
安
里
川
で
よ
く
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
沖
縄
の
釣
り
と
言

え
ば
海
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
海
へ
栄

養
を
運
ぶ
川
は
、
魚
が
集
ま
る
場
所
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
い
い
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　一
方
、
釣
り
人
に
よ
る
事
故
や
ゴ
ミ
の
投

棄
、
漁
業
者
や
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も

発
生
し
、
釣
り
禁
止
と
な
る
場
所
な
ど
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
釣
り
禁
止
の
場

所
が
増
え
な
い
よ
う
、
自
分
た
ち
も
行
動
し

よ
う
と
考
え
て
、
釣
り
仲
間
を
中
心
に
安
里

川
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

安
里
川
の
魅
力
と
課
題

　安
里
川
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
は
主

に
次
の
３
つ
で
す
。

　ま
ず
１
つ
目
は
、
安
里
川
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
。

　２
つ
目
は
、
釣
り
人
へ
の
啓
発
活
動
で

す
。
釣
り
教
室
や
勉
強
会
な
ど
を
企
画
し
、

安
全
管
理
や
釣
り
の
マ
ナ
ー
、
生
態
系
と
の

つ
な
が
り
、
環
境
負
荷
を
減
ら
す
釣
り
方
な

ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

　３
つ
目
は
清
掃
活
動
で
す
。
沖
縄
県
河
川

愛
護
団
体
に
加
盟
し
、
定
期
的
な
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
安
里
川
は
世
界
一
お
も
し
ろ
い
川

　安
里
川
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
街

中
の
小
さ
な
川
に
多
く
の
種
類
の
生
き
物
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
川
で
す
が
、
西
表
島
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
生
息
す
る
魚
の
多
く
が
安

里
川
に
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

　安
里
川
に
ド
ブ
川
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

安
里
川
の
達
人
に
聞
く
！

ロウニンアジ

ユゴイ
ヤイトハタ

トントンミー

ミナミクロダイ

ホシミゾイサキ
（撮影 嘉手苅有浩氏）

ヒメツバメウオ

ダイサギ（撮影 嘉手苅有浩氏）

クロホシマンジュウダイ
※ヒレに毒あり

ギンガメアジ

カワセミ

オオメジロザメ
※かまれる危険あり

オオウナギ

ゴマフエダイ

ゴイサギ
（撮影 嘉手苅有浩氏）
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ツノメガニ コンジンテナガエビ

モクズガニ

・釣り糸のくずを含め、発生したゴミは必ず持ち帰ってください
・希少種を釣った場合はすみやかにリリースしてください
・車両や通行人との事故を防ぐため、常に周囲確認を心がけてください　　　　　

注意事項

持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
水
質
が
良
く

な
っ
た
こ
と
で
多
く
の
生
き
物
が
戻
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
釣
り
人
か
ら
す
る
と
宝
の
川

で
あ
り
、
予
想
外
の
魚
が
釣
れ
る
び
っ
く
り

箱
で
も
あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
、
安
里
川
は

世
界
一
面
白
い
川
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

　ま
ず
１
つ
目
は
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
関

し
て
で
す
。
道
路
に
捨
て
た
ゴ
ミ
は
雨
風
で

川
へ
流
れ
、
最
後
は
海
に
行
き
つ
き
ま
す
。

ご
年
配
の
方
で
も
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
道
路

側
溝
な
ど
に
捨
て
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
こ

れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ポ
イ
捨
て
に
対

し
て
無
頓
着
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ウ
チ
ア
タ
イ
し
た
人
は
携
帯
灰
皿
を
持

つ
な
ど
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　２
つ
目
は
、
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
の
お

願
い
で
す
。
都
市
河
川
は
ち
ょ
っ
と
し
た
雨

で
増
水
し
鉄
砲
水
に
な
り
や
す
い
の
で
、
む

や
み
に
川
に
下
り
な
い
事
。
利
用
す
る
時
は
必

ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
ほ
し
い
で

す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
釣
り
人
に
は
当

た
り
前
の
装
備
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
着
用
率

が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　安
里
川
に
限
ら
ず
那
覇
の
川
は
驚
き
と
発
見

に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち

な
が
ら
、
お
散

歩
や
観
察
な
ど

を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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　15
世
紀
、
琉
球
王
国
の
尚
金
福
王
が
、
中
国
か

ら
の
冊
封
使
（
さ
っ
ぽ
う
し
）
を
迎
え
る
た
め
に
、

長
虹
堤
（
約
１
km
の
海
中
道
路
）
の
建
設
を
命
じ

ま
し
た
。
当
時
は
浮
島
だ
っ
た
現
在
の
松
山
交
差

点
辺
り
と
崇
元
寺
を
長
虹
堤
が
繋
い
だ
こ
と
で
、

首
里
ま
で
海
を
渡
ら
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
那
覇
発
展
の
契
機
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
久
茂
地
・
前
島

辺
り
を
埋
め
立
て
た
こ
と
で
、
現
在
の
那
覇
の
地

形
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

  

市
街
地
と
海
を
つ
な
ぐ

　地
図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
安
里
川
は
上

流
か
ら
ひ
め
ゆ
り
橋
付
近
ま
で
、
ク
ネ
ク
ネ
し
た

形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
安
里
川
が
昔
な
が
ら

の
姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
上
流

域
に
人
々
が
住
宅
を
建
て
た
こ
と
で
、
大
規
模
な

河
川
改
修
が
行
わ
れ
ず
、
瀬
や
淵
の
あ
る
、
生
き

物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
残
し
て
い
ま
す
。
首

里
寒
川
町
付
近
ま
で
、
海
か
ら
チ
ン
や
ボ
ラ
、

ガ
ー
ラ
な
ど
の
魚
が
上
っ
て
き
て
お
り
、
市
街
地

に
あ
り
な
が
ら
も
安
里
川
と
海
が
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

 「
暴
れ
川
」「
ド
ブ
川
」と
呼
ば
れ
た
時
代

　一
方
で
、
安
里
川
は
流
域
が
狭
く
カ
ー
ブ
が

急
な
た
め
、
大
雨
時
に
は
た
び
た
び
氾
濫
が
起

き
る
「
暴
れ
川
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、
治
水
対

策
の
た
め
金
城
ダ
ム
（
平
成
12
年
度
完
成
）
と

真
嘉
比
遊
水
地
（
平
成
13
年
度
完
成
）
が
作
ら

れ
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
１
９
６
０
年
代
〜
１
９
８
０
年
代
は

生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
水
質
悪
化
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
以
降

の
下
水
道
整
備
や
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
よ

り
、
水
質
は
環
境
基
準
値
を
満
た
す
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　那
覇
の
歴
史
と
共
に
絶
え
間
な
く
水
が
流
れ
続
け
て
い
る
安
里
川
。弁
ヶ
岳
に
源
を
発
し
、首
里

か
ら
市
街
地
を
流
れ
泊
ふ
頭
か
ら
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

　那
覇
市
民
な
ら
誰
で
も
一
度
は
眺
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。那
覇
市
市
制
が
施
行

さ
れ
て
今
年
で
1
0
0
年
。市
内
の
河
川
の
中
で
、当
時
の
姿
に
も
っ
と
も
近
い
の
が
、こ
の
安
里
川
で
す
。

　今
月
号
で
は
、身
近
に
あ
り
な
が
ら
も
な
か
な
か
知
ら
れ
て
い
な
い
安
里
川
の
魅
力
を
お
伝
え
し

ま
す
。

  

身
近
な
と
こ
ろ
に
新
た
な
視
点
を

　安
里
川
の
大
き
な
特
徴
は
、
川
の
形
に
合
わ
せ

て
住
宅
や
建
物
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昔

な
が
ら
の
流
れ
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
市
街
地
に

あ
り
な
が
ら
も
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　普
段
は
何
気
な
く
眺
め
て
い
る
川
で
も
、
歴
史

を
知
り
、
水
面
や
周
辺
の
自
然
な
ど
を
よ
く
観
察

す
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
ま
だ
知
ら
な
い
安
里
川
の
魅
力
を
、

歩
き
な
が
ら
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

金城橋（かなぐしくばし）
琉球王国時代、首里・識名台地の間を流れる安
里川に架けられた橋。国王の別邸である識名園
に通う際も、この橋が使われた。洪水や沖縄戦
で破壊され、今はコンクリート橋が架けられて
いる。
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那覇市歴史博物館提供

安里川久茂地川

ガーブ川

昭和 60年 8月の洪水被害（松川橋 )
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マナーを守って
釣りを楽しもう

安里川に生息する多様な生物

クロダイの仲間

令和 2年 12 月の清掃活動

二級河川　安里川　基本データ

延長……………………………7.26km
流域面積………………………8.86k㎡
支流……………………………真嘉比川


